





What kinds of conditions work effectively in the schoolchildren’s study ?




























































































　さて、既にデューイは、『論理学：探究の理論LOGIC：THE THEORY OF INQIRY』第２部：
第６章「探究のパターン The Pattern of Inquiry」で、探究の構造についてかなり詳細に論じ
ている。すなわち、デューイは、「探究」が次のような段階＝過程を辿りながら、時間的に展
開して行くことを述べている（４）。まず、①探究の先行的条件：不確定状況の段階（the 
antecedent condition of inquiry: the indeterminate situation）、②問題の設定（institution of a 
problem）の段階、③問題解決の決定の段階（the determinate of a problem-solution)、④推論




































況 a determinate situation」に転化するのである。まさに、「問題の式をうまく立てれば解決



























































































































































































































（１）拙稿「習慣的行動の再構成のメカニズム」『日本デューイ学会紀要 35 号』1994 年、44 ～ 49 頁。
拙稿「習慣的行動の再構成が意味するもの：デューイの習慣論－子どもの新たなる知識獲得過程をモデル
にして」『尚絅学院大学紀要第 60 号』2010 年、135 ～ 146 頁。
（２）筆者は、これまで、教育実践、教育行政の場の教員として長年、授業分析等に関わる研究を、理論と実践
の両面から研究してきた。これ等の研究の代表的な成果として、２点だけ挙げる。①「探究活動のメカニ
ズム」『21 世紀への思想』峰島旭雄編著、北樹出版、2001 年、304 ～ 310 頁。②「問題解決能力を育てる
授業の展開」『新しい算数研究』新算数教育研究会編集、東洋館出版社、1990 年、25 ～ 28 頁。
（３）J.Dewey, HUMAN NATURE AND CONDUCT, The Middle Works, 1899-1924, p.132.









かりにして進めて行かなくてはならない。デューイも、『LOGIC:THE THEORY OF INQUIRY 』、159 頁
で、「探究には、それに適用されるいろいろな素材があり、したがって、それに応じて特殊な技術がある




玉県笠原小学校編著、東洋館出版社、1987 年、42 ～ 53 頁。本書の他にも、【実践編・下学年】と【理論編】




２章デューイの探究論、九州大学出版会、1982 年、205 ～ 355 頁。杉浦美朗『デューイにおける探究とし
ての学習』：第二章探究の様相、205 ～ 355 頁。谷口忠顕『デューイの習慣論』：第二章≪習慣の原理≫と
≪探究の原理≫第二節≪探究の原理≫の一般的特徴、九州大学出版会、1986 年、78 ～ 98 頁等に見出され
るが、算数科指導という教育実践の場から探究過程そのものを捉え直そうとしたところに本研究の独自性
がある。
（９）小学校算数・第４学年 ｢ 面積 ｣ の単元において、同様の先行実践事例は、存在しない。これは、筆者を含
めた笠原小学校教員が、文部省から研究委嘱を受けたのを契機に、多くの実践から開発したオリジナルな
学習問題である。















れわれが、小学校算数・第６学年で取り上げたのは、本稿 78 頁から 82 頁にかけて詳細に述べてあるとお
りである。
